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『立命館産業社会論集』投稿規程等の改定について 
立命館産業社会論集編集委員会 

『立命館産業社会論集』は第 49巻第 1号より、投稿規程の一部を下掲のとおりに改定した。これにともなって活字の大きさを

若干小さくした。なお、書式は変更したが制限ページ数は以前のままなので、実質的には掲載可能な分量は拡大されたことにな

る。表紙および裏表紙の体裁も、より見やすくなるよう変更をした。 

原稿料についても、立命館大学産業社会学会からの原稿料補助を廃止することとした。これは立命館大学産業社会学会の財政

状況を勘案し発行に関わる経費を極力抑えることで、本論集を安定的に発行することを目的として判断したものである。みなさ

んのご理解たまわりたい。 

          

『立命館産業社会論集』投稿規程（ 2013.6 改訂) 

１ 受付可能の研究分野･対象  立命館大学産業社会学会会員である教員・大学院生・大学院修了者の各研究分野を主たる対象とす

る。 

２ 投稿資格  立命館大学産業社会学会会員である教員・大学院生・大学院修了者とする。学会員以外の投稿については、学会員と

の共同執筆または本学会からの依頼執筆を原則とする。 

３ 原稿の種類と内容  論文、研究ノート、書評、翻訳、資料紹介、調査報告、教育実践、研究会記録などとする。 

４ 言語  日本語または英語を原則とする。 

５ 原稿の種類別の制限ページ数  原稿の制限ページ数は、本規程８（原稿の形態）に基づいて以下のとおりとする。 

  論文は10～20ページ（タイトル、要旨、キーワード、図表、註等全て含む）とする。研究ノートは8～16ページ（同上）とする。

書評は2～6ページとする。調査報告・資料紹介・翻訳・教育実践等は執筆者が複数であっても研究ノートのページ数に準ずる。

６ 要旨と字数  論文には文頭に和文400～500字、文末に欧文250～300語の要旨を掲載する。和文要旨は改行しないで、一つの段

落とする。英文原稿（論文 等）の場合、論集1ページ程度（1,200字程度）の日本語要旨をつけることとする。 

７ キーワード  原稿内容を代表するキーワード（単語を基本とする）を4～8個記入する。 

８ 原稿の形態と投稿 

  ワープロ原稿のページ書式設定は以下のとおりとする。 

和文は1行21字(全角)×35行×2段組とする。2段組にしない

場合は1行45字(全角)×35行とする。英文は1行90字(半角)

×41行×1段落とする。 

  投稿は印字原稿(A4用紙にて3部)にフロッピーを添えて提出す

る。また別紙に、原稿のファイル名（タイトル）、ワープロ・パ

ソコンの使用ソフト名を記入し提出する。なお、原稿をフロッピ

ーに保存する際は、テキスト形式でも保存をおこなう。 

  手書きで執筆する投稿者のために、原稿用紙は、申し出に基づき

編集委員会事務局が無料で提供する。 

(2013.6 改訂) 

ワープロ原稿のページ書式設定は以下のとおりとする。 

和文は1行23字(全角)×38行×2段組とする。2段組にしな

い場合は1行49字(全角)×38行とする。英文は1行90字(半

角)×41行×1段落とする。 

投稿は印字原稿(A4用紙にて3部)とデジタルデータを提出す

る。また別紙に、原稿のファイル名（タイトル）、パソコンの

使用ソフト名を記入し提出する。なお、原稿をデータで保存す

る際は、テキスト形式でも保存をおこなう。 

手書きで執筆する投稿者のために、原稿用紙は、申し出に基づ

き編集委員会事務局が無料で提供する。 

９  原稿料  

立命館大学産業社会学会が定める原稿料補助基準による。ただ

し、立命館大学産業社会学会からの研究助成に基づく研究の成

果報告に該当する原稿については、原稿料を支払わない。 

(2013.6 改訂) 

立命館大学産業社会学会が定める原稿料補助基準による。 

原稿の投稿先  産業社会学部共同研究室の編集委員会事務局とする。 

 

 


